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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年3月28日(2013.3.28)

【公表番号】特表2012-528203(P2012-528203A)
【公表日】平成24年11月12日(2012.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-047
【出願番号】特願2012-511218(P2012-511218)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  71/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  71/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月8日(2013.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれの場合に分子中に少なくとも１つの非末端シリル官能基を有する、シリル官能
化ポリエーテルおよび／またはシリル官能化ポリエーテルシロキサンを含む、安定した耐
加水分解性水性エマルジョンであって、
　シリル官能化ポリエーテルとして、式（１）

【化１】

（式中、
　ａは、１～３の整数であり、
　ｂは、０～２の整数であり、
　ａおよびｂの合計は３であり、
　ｃは、０～２２の整数であり、
　ｄは、１～１０００の整数であり、
　ｅは、０～１００００の整数であり、
　ｆは、０～１０００の整数であり、
　ｇは、０～１０００の整数であり、
　ｈ、ｉ、およびｊは、０～５００の整数であり、
　ただし、前記指数ｄ～ｊを有するフラグメントは、互いに自由に順序を変えることがで
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き、すなわち、ポリエーテル鎖内の配列において互いに交換可能であり、
　ｎは、２～８の整数であり、
　Ｒは、直鎖状または分枝状の、飽和、単価不飽和または多価不飽和の、１～２０個の炭
素原子を有するアルキル基、あるいは１～２０個の炭素原子を有するハロアルキル基から
選択される１つ以上の同一または異なる基を示し、
　Ｒ１が、飽和または不飽和の、場合により分枝状の基であるか、あるいはアルコキシ、
アリールアルコキシまたはアルキルアリールアルコキシ基の種類のポリエーテル基であり
、ここで、前記炭素鎖は、酸素原子によって介在されていてもよく、あるいは、場合によ
り単縮合または多縮合した芳香族アリールオキシ基であるか、あるいはアルキル基および
／またはアリール基で置換されていてもよいケイ素含有化合物またはシロキサン基または
ポリ（シロキサン）基であり、
　Ｒ２またはＲ３、さらにまたＲ５またはＲ６は、同一にかあるいは互いに独立して、Ｈ
、あるいは飽和または場合により単価不飽和または多価不飽和の、さらに場合により置換
された、場合により一価または多価の、炭化水素基であり、前記基Ｒ５またはＲ６につい
ては、それらが一価の炭化水素基である場合があり、ここで、前記炭化水素基Ｒ２および
Ｒ３は、フラグメントＹを介して脂環式に架橋されていてもよく；Ｙが存在しなくてもよ
く、あるいは１つまたは２つのメチレン単位を有するメチレン架橋であってもよく、Ｙが
存在しない場合、Ｒ２またはＲ３は、互いに独立して、１～２０個の炭素原子を有する直
鎖状または分枝状の基であり、
　Ｒ４は、１～２４個の炭素原子の直鎖状または分枝状のアルキル基、あるいは場合によ
り同様にアルキル基を有していてもよい芳香族または脂環式基に対応し、
　Ｒ７およびＲ８は、互いに独立して、代替的に、水素であるかあるいはアルキル、アル
コキシ、アリールまたはアラルキル基であってこれらの基は、開環重合によって共重合し
て、アルコキシシラン基を含有する架橋性ポリエーテルエステルを提供し、
　Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、およびＲ１２は、互いに独立して、代替的に、水素であるかあ
るいはアルキル、アルケニル、アルコキシ、アリールまたはアラルキル基であり、前記炭
化水素基は、フラグメントＺを介して脂環式または芳香族式に架橋可能であり、Ｚは二価
のアルキレン基またはアルケニレン基であることが可能である）
の化合物を、単独でまたは互いに対する混合物として使用することを特徴とする、安定し
た耐加水分解性水性エマルジョン。
【請求項２】
　前記ＯＲ基の一部が、エステル交換反応の結果としてシリルポリエーテル基で置換され
ることにより、式（１）の指数（ａ）＋（ｂ）の合計が平均して３未満である組成物が存
在することを特徴とする、請求項１に記載のエマルジョン。
【請求項３】
　Ｒ１が、（ポリ）シロキサン基であることを特徴とする、請求項１または２に記載のエ
マルジョン。
【請求項４】
　（ポリ）シロキサン基を含有する化合物として、式（３）
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【化２】

（式中、
　Ｘは、酸素、窒素、リンまたは硫黄などのヘテロ原子を含んでいてもよい、１～２０個
のＣ原子を有する、直鎖状、環状または分枝状の、脂肪族または芳香族の、飽和または不
飽和の炭化水素基であり、
　Ｘ１は、代替的にＸ、Ｘ２またはＸ３であり、
　Ｘ２は、アルコキシシリル基を有し、かつエステル変性またはカーボネート変性されて
いてもよい、式（３ａ）のＯＨ官能性ポリオキシアルキレン基であり、
【化３】

　Ｘ３は、式（３ｂ）の末端エーテル化ポリオキシアルキレン基であり、



(4) JP 2012-528203 A5 2013.3.28

【化４】

　式中、
　Ｒは、直鎖状または分枝状の、飽和、単価不飽和または多価不飽和の、１～２０個の炭
素原子を有するアルキル基、あるいは１～２０個の炭素原子を有するハロアルキル基から
選択される１つ以上の同一または異なる基を示し、
　Ｒ２またはＲ３、さらにまたＲ５またはＲ６は、同一にかあるいは互いに独立して、Ｈ
、あるいは飽和または場合により単価不飽和または多価不飽和の、さらに場合により置換
された、場合により一価または多価の、炭化水素基であり、前記基Ｒ５またはＲ６につい
ては、それらが一価の炭化水素基である場合があり、ここで、前記炭化水素基Ｒ２および
Ｒ３は、フラグメントＹを介して脂環式に架橋されていてもよく；Ｙは存在しなくてもよ
く、あるいは１つまたは２つのメチレン単位を有するメチレン架橋であってもよく、Ｙが
０である場合、Ｒ２またはＲ３は、互いに独立して、１～２０個の炭素原子を有する直鎖
状または分枝状の基であり；前記炭化水素基Ｒ２およびＲ３は同様にさらに置換されても
よく、ハロゲン、ヒドロキシル基またはグリシジルオキシプロピル基などの官能基を有し
ていてもよく；Ｒ４は、芳香族基または脂環式基に結合されてもよい、１～１８個の炭素
原子を有する直鎖状または分枝状のアルキル基であり、
　Ｒ７およびＲ８は、互いに独立して、代替的に水素であるかあるいはアルキル、アルコ
キシ、アリールまたはアラルキル基であり、
　Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、およびＲ１２は、互いに独立して、代替的に水素であるかある
いはアルキル、アルケニル、アルコキシ、アリールまたはアラルキル基であり、前記炭化
水素基は、フラグメントＺを介して脂環式または芳香族式に架橋可能であり、Ｚは二価の
アルキレン基またはアルケニレン基のいずれかを示すことが可能であり；
　Ｒ１３は、代替的に、１～１８個のＣ原子を有するアルキル基、または式（３ｃ）のポ
リオキシアルキレン基であり、単官能性カルボン酸で末端エステル化され、
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【化５】

式中、
　Ｒ１４は、１～３０個の炭素原子を有する、飽和または単価不飽和または多価不飽和の
、直鎖状または分枝状のいずれかの、脂肪族または芳香族炭化水素基であり、同様にＯＨ
基を有していてもよく、
　Ｘ４は、Ｘ１または式（３ｄ）のフラグメントのいずれかであり、

【化６】

式中、
　ｋ、ｋ１およびｋ２は、互いに独立して、０～５００の整数であり、
　ｌ３、ｌ４、ｌ５、ｌ６、ｌ７、およびｌ８は、互いに独立して、０～６０の整数であ
り、
　ｏは、０～１０の整数であり、
　ただし、
　ｌ３、ｌ５、およびｌ７の合計が０である場合、Ｘ１は少なくとも１度はＸ２であり、
　Ｘ１がＸ２以外である場合、ｌ３、ｌ５、およびｌ７の合計は少なくとも１であり、
ここで、
　ａは、１～３の整数であり、
　ｂは、０～２の整数であり、
　ａおよびｂの合計は３であり、
　ｃは、０～２２の整数であり、
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　ｃ１は、０～２４の整数であり、
　ｄは、１～５００の整数であり、
　ｅは、０～５０００の整数であり、
　ｎは、２～８の整数であり、
　ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、およびｊは各々、０～５００の整数であり、
　ただし、前記指数ｄ～ｊを有するフラグメントは、互いに自由に順序を変えることがで
き、ポリエーテル鎖内の配列において互いに交換可能であり、ここで、前記指数ｄ～ｊを
有するフラグメントの様々なモノマー単位は、互いにブロック状に構成されていてもよく
、あるいは統計的分布にしたがっていてもよく、ただし、前記指数ｋ、ｋ１、ｋ２、ｌ３

、ｌ４、ｌ５、ｌ６、ｌ７、ｌ８、およびｏを有するフラグメントは、互いに自由に順序
を変えることができ、シロキサン鎖内で互いに交換可能であり、代替的に、統計的分布ま
たはブロック状の配列で存在してもよい）
のアルコキシシリル官能性ポリエーテルシロキサンおよびそれらの混合物を使用すること
を特徴とする、請求項３に記載のエマルジョン。
【請求項５】
　アルコキシシリル基を備えたポリエーテル鎖が、Ｓｉ－Ｏ－Ｃ結合を介してシロキサン
構造に結合した、式（５）
【化７】

（式中、
　Ｒ’は、１つ以上の同一または異なる、直鎖状または分枝状の、飽和、単価不飽和また
は多価不飽和の、１～２０個の炭素原子を有するアルキル基に対応し、
　ｍは、０～５０００の整数であり、
　Ｘ７は、式（５ａ）のポリエーテルフラグメントに対応し、

【化８】

式中、前記置換基Ｒ、Ｒ２～Ｒ１２、前記基ＹおよびＺ、ならびに前記指数ａ、ｂ、ｃ、
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ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｊ、およびｎは、式（３ａ）の化合物について上述した定義に
対応し、式（３）で表される前記ポリエーテルシロキサンは、遊離した過剰のポリエーテ
ルまたは転位生成物などの、手順の付随物として存在し得る副生成物を含む）
の直鎖状ポリエーテル－シロキサン－ポリエーテルトリブロックコポリマーが存在するこ
とを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載のエマルジョン。
【請求項６】
　式（１）、（３）および／または（５）の化合物が、単独でまたは互いの混合物として
使用されることを特徴とする、請求項１、４および５のいずれか一項に記載のエマルジョ
ン。
【請求項７】
　使用される乳化剤が、陰イオン性、非陰イオン性、陽イオン性、および両性の乳化剤さ
らにまた乳化剤混合物であることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載のエ
マルジョン。
【請求項８】
　触媒、光潜在性塩基、レオロジー特性を改質するための添加剤、親水性充填剤、有機官
能性および／または部分的に可溶性および／または水不溶性シランおよび／またはシロキ
サン、助剤、膜形成剤、抗菌剤および防腐剤、分散剤、消泡剤および脱気剤、染料、着色
剤および顔料、不凍剤、殺菌剤、接着促進剤および／または反応性希釈剤、可塑剤および
錯化剤、噴霧助剤、湿潤剤、ビタミン、成長物質、ホルモンおよび／または香料、光安定
剤、フリーラジカル捕捉剤、紫外線吸収剤、さらなる安定剤の群から選択される化合物を
含むことを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載のエマルジョン。
【請求項９】
　塗料、インク、離型剤、接着剤、化粧品、傷防止コーティング、建築用防腐剤、腐食防
止剤および／または封止剤のため、紙、粒子、紡織繊維およびガラス繊維のコーティング
のため、紙用の充填剤のコーティングのため、帯電防止表面を生成するための原料として
、ならびに／あるいはポリプロピレンオキシドをベースとするゴム部品を製造するための
出発材料としての、請求項１～８のいずれか一項に記載のエマルジョンの使用。
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